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彼女の愛らしく物思わしげな顔を現わすであろう。」（ハーバ ドー・ノー マン『クリオの顔』全集Ⅳ p.188）
　ハーバ ドー・ノー マンによる『クリオの顔』の衝撃は、非常に大きいものであった。それは、ノー マンの悲劇的な死によって、
より深く心に刻まれたことによるかもしれない。本著の副題が歴史随想集となっていることからも明らかなように、序文にある
「クリオの苑に立って」をはじめとして、今日に至るまで大きな課題となっている「説得か暴力かー現代社会における自由
な言論の問題」、そして原題が「クリオの謙遜について」となっていた「クリオの顔」、「『ええじゃないか』考―封建日本と
ヨー ロッパの舞踏病」などそれぞれの主題のもとに、歴史への洞察が深められている。
　クリオは、歴史を内的に深く耕すこと、すなわち歴史の表層では捉えられない部分を掘り下げることを求めるがゆえに、
他の女神たちのうちで、彼女の信奉者にもっとも重い要求を課したように思われる。ノー マンの主著である『忘れられた
思想家―安藤昌益のこと―』では、昌益の『刊本・自然真営道』、『稿本・自然真営道』および『統道真伝』を読み込み、
その深層をさぐることによって、クリオによる厳しい要求への最大限の応答を果たしたといえよう。安藤昌益は、幕藩体制
下の東北地方の自然災害による飢饉などの危機状況という厳しい現実に対し、その矛盾を身をもって受けとめ、直接生
産にたずさわることを「直耕」という形で提起し、現実の「法世」に対置する「自然世」を位置づけた。そこでは「自然」を
危機状態に陥らせた状況に対する強い危機意識が基盤となっているとともに、医師であった昌益による人間の根源的
なあり方が問われている。自然の「妙序」を知らず「自然ノ気行ニ違ルコト」を改めないままの現状に対して、より深く人々
の生き方の問題として考えぬくところに昌益の「自然世」が成立した。ノー マンによる昌益研究は、まさに「歴史の女神クリ
オの社に真の尊崇をささげた」あり方であり、歴史の深層を耕すクリオの課題を想起させてくれるのである。
 聖学院大学人文学部長　稲　田　敦　子
